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●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

67

非
日
常
を
乗
り
越
え
る
日
々
の
暮
ら
し

ジャン・ジオノ／著
フレデリック・バック
／絵
寺岡襄

たかし

／訳
あすなろ書房　刊

加藤理
おさむ

・根本暁
あき

生
お

・
三浦忠

ただ

士
し

／著
港の人　刊

「
木
を
植
え
た
男
」

「
震
災
・
コ
ロ
ナ　

子
ど
も
の
遊
び

と
遊
び
空
間
―
仙
台
・
冒
険
広
場
の

記
録
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
市
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
理
事
、

宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授　
　

佐
藤　

芳よ
し

治は
る

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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夏
の
甲
子
園
準
優
勝
―
仙
台
育
英
学
園

高
等
学
校
硬
式
野
球
部
に
賛
辞
の
楯た

て

贈
呈

▲仙台育英学園高等学校硬式野球部の皆さん

　
８
月
６
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
、
第
１
０
５
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
記
念
大
会
に
お
い
て
準
優
勝

を
果
た
し
た
仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校

硬
式
野
球
部
に
、
９
月
22
日
、「
賛
辞

の
楯
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
郡
市
長
は
「
皆
さ
ん
が
ひ
た
む
き
に

白
球
を
追
う
姿
、
そ
し
て
相
手
選
手
を

思
い
や
る
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
に
、
大
き
な

感
動
と
勇
気
を
い
た
だ
い
た
」
と
選
手

た
ち
の
活
躍
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
須す

江え

航わ
た
る

監
督
は
「
一
戦
一
戦
全
て
が

大
会
を
代
表
す
る
よ
う
な
強
豪
校
と
の

対
戦
で
し
た
が
、
市
民
・
県
民
の
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
い
た
声
援
を
力
に
変
え

な
が
ら
、
走
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
応
援
へ
の
感
謝
を
述
べ
、
主
将

の
山
田
脩し
ゅ
う

也や

選
手
は
「
う
ま
く
い
く
こ

と
も
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

３
年
生
を
中
心
に
チ
ー
ム
で
支
え
合
い
、

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
」
と
こ
の
１
年
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
橋
本
市
議
会
議
長
よ
り

「
仙
台
市
議
会
議
長
特
別
表
彰
」
の
授

与
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲水色を基調とした新デザ
インの移動図書館車「わか
くさ号」。車両と一緒に写
真を撮る方の姿も見られま
した

▼メイン会場で行われたス
テージイベントには、多く
の来場者が集まりました

　
親
子
で
一
緒
に
、
楽
し
く
子
育
て
す

る
ヒ
ン
ト
を
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
「
み
ん

な
で
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
９
月
23

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場

の
ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
で
は
、
家

事
・
育
児
を
効
率
的
に
進
め
る
方
法
や
、

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
な
ど
を
紹
介
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
子
育
て
中
の
方
や
、

こ
れ
か
ら
子
育
て
を
始
め
る
方
が
真
剣

に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
会
場
内
に

は
、
小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
く
遊
べ
る

よ
う
、
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
サ
ッ
カ

ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
来
場
者
か
ら
は

「
育
児
に
役
立
つ
情
報
が
得
ら
れ
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
」「
子
ど
も
の
興
味

を
引
く
よ
う
な
ブ
ー
ス
が
多
く
、
楽
し

め
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
屋
外
会
場
に
は
、
25
年
ぶ
り

に
デ
ザ
イ
ン
を
更
新
し
た
移
動
図
書
館
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子
ど
も
・
子
育
て
を
応

援
！「
み
ん
な
で
子
育

て
フ
ェ
ス
タ
」
開
催

車
「
わ
か
く
さ
号
」
も
登
場
。
新
わ
か

く
さ
号
に
は
、
本
市
出
身
の
絵
本
作

家
・
故
あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
氏
の
代
表

作
「
く
ま
の
が
っ
こ
う
」
の
デ
ザ
イ
ン

が
施
さ
れ
て
お
り
、
絵
本
の
主
人
公
で

「
仙
台
の
子
育
て
応
援
団
長
」
を
務
め

る
「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
」
と
、
11
匹
の
お
兄

ち
ゃ
ん
た
ち
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
車

両
を
目
に
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
く

ま
さ
ん
か
わ
い
い
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
に
併

せ
、
隣
接
す
る
杜
の
広
場
公
園
で
、
子

ど
も
の
自
由
な
遊
び
を
促
す
「
あ
そ
び

ば
仙
台
」
も
開
催
さ
れ
、
来
場
し
た
親

子
は
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　
９
月
８
日
の
大
雨
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
福
島
県
い
わ
き
市
に
、
ご
み
処

理
支
援
の
た
め
の
応
援
職
員
と
ご
み
収

集
車
両
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
に
は
出
発
式
が
行
わ
れ
、
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大
雨
被
害
の
あ
っ
た
福

島
県
い
わ
き
市
に
職
員

等
を
派
遣
し
ま
し
た

た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
活
躍
し
て

ほ
し
い
」
と
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
応
援
職
員
は
、
浸
水
ご
み
・
が
れ
き

等
の
災
害
ご
み
の
収
集
・
運
搬
業
務
に

従
事
。
10
月
１
日
か
ら
は
、
第
１
班
の

職
員
と
交
代
で
７
人
の
職
員
が
現
地
に

向
か
い
、
７
日
ま
で
災
害
支
援
に
当
た

り
ま
し
た
。

第
１
班
と
な
る
環

境
局
職
員
７
人
と

ご
み
収
集
車
両
３

台
、
連
絡
用
車
両

１
台
を
派
遣
。
郡

市
長
は
「
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
、

一
日
で
も
早
く
安

心
し
て
落
ち
着
い
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地
域
の
防
犯
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
表
彰

　
市
で
は
、
10
月
18
日
に
行
わ
れ
た
全

国
地
域
安
全
運
動
第
35
回
仙
台
市
大
会

で
、
８
団
体
・
88
人
の
方
々
を
表
彰
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
防
犯
功
労
団
体
、

防
犯
功
労
者
、
退
任
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
順
不

同
・
敬
称
略
）。

〔
防
犯
功
労
団
体
〕
国
分
町
三
丁
目
北

振
会
、
円
達
企
業
株
式
会
社
、
八
木
山

防
犯
協
会
、
生
出
学
区
防
犯
協
会
、
大

沢
地
区
防
犯
女
性
部
、
苦
竹
防
犯
協
会
、

東
仙
台
防
犯
協
会
、
七
北
田
小
学
校
安

全
安
心
連
絡
会

〔
防
犯
功
労
者
〕
横
山
一
作
、
竹
田
英

子
、
岩
本
富
貴
、
二
瓶
興
喜
、
佐
藤
泰

之
、
長
谷
川
精
、
佐
藤
み
よ
子
、
鴇
田

薫
、
髙
橋
喜
久
雄
、
山
口
辰
己
、
佐
藤

恵
美
子
、
庄
司
紘
子
、
高
橋
秀
幸
、
樋

渡
順
一
、
鴇
田
武

〔
防
犯
指
導
隊
員・防
犯
女
性
部
員
退
任
〕

数
野
紀
雄
、
中
村
忠
、
渡
邉
剛
伯
、
岡

本
康
之
、
笹
川
久
雄
、
加
藤
幸
夫
、
本

郷
泰
弘
、
佐
藤
光
男
、
早
坂
輝
夫
、
亀

井
健
二
、
三
浦
龍
一
、
鎌
田
稔
、
櫻
井

健
伍
、
菅
田
勝
男
、
伊
藤
喜
久
子
、
鈴

木
仲
子
、
髙
橋
正
子
、
常
盤
節
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常
磐
・
三
陸
産
の
水
産

物
消
費
を
支
援

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
、
福
島

県
・
宮
城
県
・
岩
手
県
の
水
産
物
の
販

売
を
促
進
し
よ
う
と
、
９
月
29
日
、
仙

台
市
中
央
卸
売
市
場
で
「
常
磐
・
三
陸

産
水
産
物
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
黒
潮
と
親

潮
が
出
合
う
豊
か
な
漁
場
で
取
れ
た

「
常
磐
も
の
」
と
言
わ
れ
る
福
島
県
産

や
、
宮
城
県
・
岩
手
県
で
取
れ
た
新
鮮

な
三
陸
産
の
水
産
物
が
並
び
、
東
北
６

県
か
ら
集
ま
っ
た
市
場
関
係
者
、
漁
業

関
係
者
な
ど
が
、
水
産
物
の
紹
介
や
試

食
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
市
場
を
訪
れ
、
関
係
者
か
ら

説
明
を
聞
い
た
郡
市
長
は
、「
震
災
で

苦
労
さ
れ
て
き
た
漁
業
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
東
北
の
水
産
業

も
復
興
し
て
き
ま
し
た
。
市
場
に
出
回

る
安
全
で
お
い
し
い
海
の
幸
を
、
多
く

の
方
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
で
は
引
き
続
き
、
水
産
物
の
積
極

的
な
消
費
や
漁
業
関
係
者
の
支
援
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲試食コーナーの様子。ヒラメ・ホ
タテの刺身やメヒカリの唐揚げなど
が用意されました

　
画
力
に
グ
ッ
と
引
き
込
ま
れ
る
絵

本
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
荒
れ
地
に
毎

日
ド
ン
グ
リ
を
植
え
て
い
く
男
「
ブ

フ
ィ
エ
」
が
描
か
れ
ま
す
。
30
年
以

上
、
２
度
の
世
界
大
戦
の
期
間
も
ず

っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
木
を
植
え
続
け
、

や
が
て
自
然
環
境
や
村
の
暮
ら
し
、

人
の
心
を
も
蘇よ
み
が
えら
せ
た
一
人
の
信
念

の
お
話
で
す
。

　
私
も
震
災
後
、
津
波
で
流
さ
れ
た

海
岸
林
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ブ
フ
ィ
エ
の
よ
う
に
一
人
で
は

な
く
、
市
民
み
ん
な
で
育
て
る
「
ふ

る
さ
と
の
杜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
木
を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
て

震
災
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
豊
か
な

自
然
と
の
触
れ
合
い
が
皆
の
心
を
耕

す
よ
う
に
。「
継
続
は
力
な
り
」
と

こ
の
本
が
後
押
し
し
て
く
れ
ま
す
。

　
海
岸
公
園
冒
険
広
場
に
は
、
子
ど

も
に
寄
り
添
っ
て
遊
び
の
世
界
を
広

げ
る
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
が
い
ま
す
。

津
波
の
被
害
に
よ
る
非
日
常
の
地
域

の
中
で
日
々
の
遊
び
場
づ
く
り
や
運

営
に
取
り
組
ん
だ
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー

の
奮
闘
記
で
す
。「
遊
ぶ
な
か
で
自

ら
を
癒い
や
す
子
ど
も
／
遊
び
が
生
み
出

す
気
持
ち
の
ゆ
と
り
／
居
場
所
を
つ

く
る
／
仮
設
住
宅
が
異
世
界
に
」
な

ど
、
震
災
後
の
遊
び
の
様
子
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
非
常
時
だ
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
が
大
人
の
干
渉
か
ら
逃
れ
て

「『
何
も
し
な
い
』
時
間
」
や
「
隙
間
」

を
持
て
る
遊
び
場
が
求
め
ら
れ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
や
同
調
圧
力
に
囲
ま
れ
て

い
る
誰
も
の
日
常
の
中
に
あ
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。


